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□あいさつ

　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＜環境保全への行動指針＞
１． 環境関連法規その他当社が約束したことを遵守します

２． 事務所電気と車両燃料による二酸化炭素排出量を重点的に削減します

３． 事務所ごみと現場から発生する産業廃棄物を分別し循環型社会に貢献します

４． ３Ｓ(整理・整頓・清掃) 活動を徹底します

５． ペーパーレス化を促進します

６． 施工品質の向上の為、技能・技術・管理能力を伸ばします
安心で安全な品質を提供します

７． 事務所周辺清掃やボランティアなど積極的に参加します

制定日：

改定日：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役社長

当社は、事業活動で発生する車両燃料・事務所電力などの環境負荷を削減することが最優先
と考え、地球温暖化問題への取り組みや地域の環境活動に自主的・積極的に従業員一団と
なって継続的改善に取り組みます。

田中 義和

2024年10月1日

2017年10月1日

環 境 経 営 方 針
＜環境経営理念＞

当社では、安全施工や個人情報保護を徹底し

お客さまに安心してご依頼いただける環境づくりに積極的に取り組んでおります。

技術面でも、安全面でも、ナンバーワンを誇れるような企業を目指し、

これからも安心かつ最先端のネットワーク技術をお客さまに提供してまいります。

― 企業理念 ―
我々は工事施工を通じて経済の発展を支えるとともに、

世界中の人々に喜びと感動を届け 笑顔あふれる社会を実現します

― ミッション ―
『全てはお客さまのために』を一番に考え、我々にしかできない

技術・安全・絆を追求し、最高の満足を与えるサービスを提供します

― バリュー ―
レベルの高い技術力で最高の品質を提供する

レベルの高い安全力で最高の安心を提供する

レベルの高い組織力で最高の喜びを提供する

レベルの高い人間力で最高の喜びを提供する

― モットー―
一、我々の仕事はお客様に喜んでもらえているか

一、我々の仕事はお客様に価値を与えているか

一、我々の仕事はお客様にまた選んでもらえるか

一、我々の仕事はお客様に喜んでもらえているか

一、我々の仕事はお客様の為になっているか
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□組織の概要 更新日：
（１） 名称及び代表者名

株式会社TECNES
代表取締役　田中　義和

（２） 所在地
本社・大阪工事事務所 大阪府東大阪市川俣1-6-10
千葉工事事務所 千葉県船橋市若松2-6-1若松団地211  
仙台工事事務所 宮城県仙台市若林区種次字中野東36-3  

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者 総務課長 田中　綾 TEL：06-6618-7307
担当者 施工管理部 住本　真夕 TEL：06-6618-7307

（４） 事業内容
電気・電気通信設備構築工事、イルミネーション・イベント設営、ドローンによる測量・調査・点検業務

（５） 事業の規模
売上高 7.47 億円

大阪工事事務所 千葉工事事務所 仙台工事事務所 合計
14 5 2 21
500 93 86 679

（６） 事業年度 10月～翌年9月

□認証・登録の対象組織・活動
登録組織名： 株式会社TECNES

本社・大阪工事事務所
千葉工事事務所
仙台工事事務所

活        動： 電気・電気通信設備構築工事、イルミネーション・イベント設営、ドローンによる測量・調査・点検業務

□事業内容の紹介

2025年10月25日

従業員　　　　　
延べ床面積　　　

主な事業の紹介

・電気工事

・電気通信設備構築工事

・電気土木工事

許可の紹介：

◆一般建設業
電気通信工事業・電気工事業・土木工事業・ほ装工事業・とび・土工工事業・管工事業

許可番号：国土交通大臣許可(般-5)第27222号 許可年月日：令和5年9月12日

◆産業廃棄物収集運搬業
許可番号：第02700185324号 許可年月日：平成27年10月29日

資格者リストなど

一級土木施工管理技士・一級建設機械施工技士 ・一級電気施工管理技士・一級管工事施工管理

技士・DD第一種・AI・DD総合種・管理技能者・高所作業車運転・小型移動式クレーン運転・第二種酸

素欠乏危険作業主任者・酸素欠乏・硫化水素危険作業主任者・危険物取扱者・第二級陸上無線技

士・航空特殊無線技士・高圧・低圧電路作業者・低圧電気取扱者・ガス溶接技能・第一種電気工事
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□社内取組の紹介
●ホワイト企業認定 ●健康経営優良法人
健全な経営を続けられる優れたビジネスを行っています。 優良な健康経営を実践しています。

●プライバシーマーク ●事業継続力強化計画認定
個人情報の取扱いを適切に行う体制等を整備しています 防災・減災の事前対策を講じています。
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□社内取組の紹介
社会への貢献

日常生活に欠かせない電力を様々な電気工事によって、エネルギー供給に携わっています。
また、インターネット通信のためのインフラ設備構築工事に携わり、快適な通信環境を構築します。
 電柱の腐食などによる倒壊の危険回避、地震や自然災害時の被害減少だけでなく、
ライフラインの早期復旧にあたり、住み続けられるまちづくりに貢献します

■持続可能な社会 ■健康・仕事と家庭両立支援

節水・節電を心掛け、地域の清掃活動も 年２回の健康診断・インフルエンザ予防接種の推奨
定期的に行います。 (会社負担)・ヘルステックマシン設置など、社員の

健康維持のための環境を整えています。

「整理・整頓・清掃」を徹底し事務所ゴミと現場から 社員が仕事と生活の両立支援として
発生する産業廃棄物を分別・リサイクルを 「育児休職」「テレワーク」の導入をしています。
することによって持続可能な社会を目指します

■平和と公正をすべての人に
■社内安全教育
施工品質の向上の為、技能・技術・管理能力を伸ばし
安心で安全な品質を提供します。 その為の教育を 日本産業規格「JISQ15001個人情報保護マネジメントシステム
定期的に実施し、品質・安全・組織力・人間力の 要求事項」に適合し,個人情報について適切な保護措置
向上を目指します。 を講ずる体制を整備しています。
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□実施体制図及び役割・責任・権限表
更新日：

役割・責任・権限
代表取締役 ・環境経営に関する統括責任　経営の課題とチャンスの明確化
田中義和 ・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間等経営資源を準備

・環境管理責任者を任命
・環境経営方針の策定・見直し
・環境経営目標・環境経営計画書を承認
・代表者による全体の評価と見直し、指示
・環境経営レポートの承認

環境管理責任者 ・環境経営システムの構築、実施、管理
田中綾 ・環境関連法規等の取りまとめ表を承認

・環境経営目標・環境経営計画書を確認
・環境活動の取組結果を代表者へ報告
・環境経営計画の審議
・環境活動実績の確認・評価
・環境経営レポートの確認

環境管理責任者 ・従業員へ環境経営方針の周知
田中綾 ・従業員に対する教育訓練の実施

・環境活動計画の実施及び達成状況の報告
・必要な手順書の作成及び手順書による実施
・想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成
・試行・訓練を実施、記録の作成
・問題点の発見、是正、予防処置の実施

環境事務局 ・環境管理責任者の補佐、の事務局
住本真夕 ・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成
・環境活動の実績集計
・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理
・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施
・環境関連の外部コミュニケーションの窓口
・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）

全従業員 ・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚
・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

2023年10月1日

安全衛生協議会 ・ 全社朝礼

全従業員（大阪14名 千葉工事事務所5名 仙台工事事務所2名）

EA21方針会議

田中義和

清水孝二

田中綾

住本真夕

下請 協力会社

環境事務局

環境管理責任者

代表取締役

田中義和

EA21会議

田中綾

住本真夕

(各現場担当者）
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□主な環境負荷の実績

年度 2022年 2023年 2024年

期 16期 17期 18期

期間
2022.10～

2023.9
2023.10～

2024.9
2024.10～

2025.9

kg-CO2 141,718 82,076 51,692

トン 15.13 10.62 20.39

トン 0.71 0.34 0.32
トン 14.42 10.28 20.07
㎥ 0 0 0

※電力の二酸化炭素排出量換算値 0.311 ｋｇ-ＣＯ2/ｋＷｈ　関電R3年度調整後

※産業廃棄物には金属、ケーブルの売却重量含む

□環境経営目標及びその実績（全社） ※LPG（本社のみ）は少量のため目標としていません。

基準値 2025年 2026年
（基準度) （目標） （実績） （目標） （目標）

kg-CO2 8,766 8,679 8,471 8,591 8,503
基準年比 2023年 99% 97% 98% 97%
kg-CO2 71,765 71,047 41,730 70,329 70,329

基準年比 2,023 99% 58% 98% 98%
売上高原単位 kg-CO2/千円 0.140 0.138 0.056 0.137 0.137

kg-CO2 80,531 79,726 50,201 78,921 78,833
ｔ 0.34 0.34 0.32 0.28 0.24

基準年比 2023年 99% 94% 80% 70%
ｔ 9.1 9.0 16.4 9.0 8.9

基準年比 2023年 99% 179% 98% 97%

㎥ 0 0 0 0 0
基準年比 2023年 95% #DIV/0! 92% 90%

枚 59,624 59,028 52,387 58,432 57,835
基準年比 2023年 99% 88% 98% 97%

　一般廃棄物排出量
　産業廃棄物排出量

2024年

水使用量

混合廃棄物の削減

３S活動による安全性,
生産性の向上

ペーパーレス化の促進

地域清掃・ボランティア
への参加

自動車燃料による二酸
化炭素削減

上記二酸化炭素排出量合計

　　　　　　　　　　　年　度
　　項　目

電力による二酸化炭素
削減

技能・技術・管理能力の
向上

一般廃棄物の削減

廃棄物排出量

二酸化炭素総排出量

項　目

行動計画

行動計画

行動計画
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□環境活動計画及び取組結果とその評価、次年度の取組内容

数値目標：○達成　×未達成
　 活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

達成状況

数値目標 ○
○

○

△
○
○
〇

〇

数値目標 ○
○
△
〇
〇
〇
〇

・クールビズウォールビズの徹底

・公共交通機関の利用の推進･可能な限り、相乗り乗車

・近距離は社用車をしようせず自転車を利用する

・工期短縮・施工ミス・施工不良の削減

・遮光シート貼り付けによりエアコン使用率を下げる

大阪 仙台 千葉

大阪 仙台 千葉

前年度より半分ほど削減しました。大きな要因としては大阪での通信工事
から電気工事が増えたことでトラックの使用頻度がなくなった為と考えられ
ます。遠方での現場も今までは多くありましたが今年度は大阪市内と比較
的近場での現場のため現場へ直行直帰したり電車利用することもありまし
た。
来期はこの基準になるのでより削減することができるようより一層意識を
持って取り組みたいと思います。次年度60％に削減します

今期通信工事から電気工事が多くなったことから通
信工事で使用していたトラックの使用頻度が減り、
結果的にガソリン使用料が減りました。
社用車運転時アイドリングストップや効率的なルー
ト選定で工夫することができました。

また電気工事の現場は大阪市内の現場だった為、
電車での通勤出来る社員は電車通勤へ切り替え、
ガソリン使用量の削減につながりました。

使用車両の減少に伴い、大半の月において
ガソリンの消費量は減少されましたが、業務
量の増加と稼働エリアの拡大に伴い、車両
移動頻度も増えた為、受注数の多かった津
につきましてはガソリン消費量が増加しまし
た。また、今季夏の残暑により冷房の使用機
機会も増えたこともその要因と思われます。
夏季・冬季における冷暖房の使用について
は致し方ない部分もありますが、アイドリング
ストップ、効率の良いルート選定等、それ以
外の部分でエコに繋がるよう今後も取り組ん
で行きます。

バケット車の駐車場が事務所から遠くなっ
てしまったことにより、積み荷（忘れ物）や現
場までのルートの事前確認は以前にも増し
てしっかりと行い結果、無駄な走行を減らす
ことが出来たと思います。
来期も引き続きエコ運転（無駄な走行を無く
す・不要な荷物を減らす・エアコンの温度設
定・急発進急ブレーキ・定期的な点検等）を
徹底し更なる消費量減少を目指します。次
年度は基準年を超えないように努めます。

自動車燃料による二酸化炭素削減

取り組み計画
電力による二酸化炭素削減

今年は昨年に続き猛暑となりなかなか削減することは大変でしたが通期
を通して目標達成することができました。エアコン設定温度を下げすぎたり
上げすぎたりすることなく調整しながら取り組めたと思います。必要以上の
電気を付けないようにしたり夜間の電気消灯工夫したことが繋がったと思
います。次年度も97％を目指します。

・施工ミス・施工不良の削減

・空調温度の適正化（冷房２８℃　暖房２２℃）

・19時半以降は残業減らす。直行直帰の実施

・届出書・領収書。提出書類は期日厳守。
・３S活動、整理整頓

取組結果とその評価、次年度の取組内容

・アイドリングストップ・エコドライブ運転の実施
・持ち物確認の徹底・忘れ物しない

・走行ルート事前確認

0

昨年に比べ3％削減るることができました。
夜間作業が少なかった事や、作業員の直行直帰に
なったことで事務所に限られた時間だけ電力使用し
た事が結果につながったと思います。
また、昼間も不在場所の照明を消したり、必要以上
に照明を付けない工夫が出来ました。来期も電力
を意識しながら取り組みたいと思います。

間借りの為評価できない。活動は出来てい
る。

間借りの為評価できない。活動は出来てい
る。
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達成状況

数値目標 ○
○
○
△
○
×
〇
〇
△

○

数値目標 ×
○
○
○
〇

数値目標
○
○
○

○

・帳票見直しによる印刷物の削減

・個人廃棄物の持ち帰り

・使い捨てコップをプラスチックコップへ　マイカップ

・裏紙の利用　・ミスプリ撲滅
・缶・ペットボトルは自販機の業者により無料引き取り

取り組み計画 取組結果とその評価、次年度の取組内容

大阪 仙台 千葉

通信工事では現場で出た撤去物は社内へ持ち帰り
自社で廃棄していましたが電気工事では各現場内
の産廃場所で廃棄するため社内へ持ち帰ることが
ありません。4月以降電気工事が多くなったことから
社内の産廃量は減ったと思われましたが通期を通
してみると、9月の一斉清掃を除いても結果増えて
いたと気づきました。

廃棄無し 廃棄無し

大阪 仙台 千葉

・各部署で月1回「赤札作戦」を実施し、3か月以上使用し
ていない物品を洗い出す

間借りの為評価できない。活動は出来てい
る。

業務的に「印刷し現場に持参、後に不要と
なりシュレッダー」という流れは避けられず
シュレッダ－ゴミは定期的に出てしまいます
が、ミスプリをしないよう印刷前の確認を徹
底しました。
他、ペットボトルのリサイクルや事務所での
マイコップ・プラスチック皿の使用等ゴミを出
さぬよう各自気を付けておりました。
来期もゴミの削減を各々で意識し取り組ん
でいきたいと思います。次年度99％目標で
取り組みます。

・計量の方法の改善

・月1回の3S点検実施

・探し物時間の短縮

大阪では９月に社内全体の不用品の見直し大掃除を行いました。使わず
に何年も置かれている資材や工具、書類など片付け社内全体がスッキリ
する事ができました。仙台・千葉事務所も事務所移転に伴い片付けを行い
ました。今後も定期的な清掃を行いながら全員が３Sの意識をもって使っ
たものは指定場所へ返却する、当たり前のことを疎かにせずに取り組め
ば継続できると思います。

・年2回の改善提案活動

９月に社内全体の不用品の見直し大掃除を行いま
した。使わずに何年も置かれている資材や工具、
書類など片付け社内全体がスッキリする事ができ
ました。整理整頓できているか確認しやすくなったと
思います。また、無造作に置かれていた場所も無く
なった為、片付ける習慣をこれから心がけこの状態
が続くよう取り組み続けたいと思います。

事務所内整理整頓清潔を意識し材料置き場
などいつでも準備しやすいように片付けに気
を付けました。整頓させた状態だと準備もし
やすく時間の有効化できました。継続維持で
きるよう心がけたいと思います。

10月に事務所移転の為片付けを行いまし
た。前事務所での期間が短ったこともありあ
まり物は増えていませんでした。３S活動の
整理整頓清潔を意識して、使ったものは指
定場所へ返却するなど全員心がけ出来て
いたと思います。定期的な清掃や現状維持
ができるようこれからも事務所でできる３S
を心がけて取組んでいきたいと思います。

３S活動による安全性,生産性の向上

・月々の見直し

・作業ミスによる廃棄量の削減

一般廃棄物の削減
10月は千葉・仙台事務所で事務所移転があった為全社として
は廃棄量上がってしましましたが、通期では微量ですが前年
度より削減することがで来ました。ゴミを減らそうという意識は
持っているので引き続き来期へ繋げたいと思います。次年度も
99％に設定します。

・分別の徹底
・シュレッダー廃紙のリサイクル化・梱包材の再利用

・会議の際、プロジェクターにて映像化

・事務用品の共有（詰め替え再利用可の用品を使用

混合廃棄物の削減

電気工事が増えたことで産廃量が減ったと感じましたが、昨年
も産廃量が無かったことや、1月12月の年末大掃除、9月の一
斉清掃時に大量に産廃量が増えてしまい結果的に目標地削
減にはなりませんでした。
今後は必要最低限の物だけを倉庫に保管しているので今期の
ように出ることは無いと思います。次年度も99％に設定しま
す。

・分別の徹底･リサイクル率を上げる

大阪 仙台 千葉

昨年に比べ全体的にごみ量を削減することができ
ました。
作業員が直行直帰という事もありますが、会社でご
みを捨てる際は分別を意識できていたと思います。
また、事務員も裏紙利用したり梱包材の再利用な
ど使える物を使いまわすことでごみ量を削減できた
と思います。
来期も引き続き意識しながら取り組んでいきたいと
思います。
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達成状況

〇
〇
〇
〇
〇

△
○
○

○
○
〇

○
○
○

○
○

大阪 仙台 千葉

取り組み計画 取組結果とその評価、次年度の取組内容

年2回子ども建設王国へ出店し子供たちに電気工
事の楽しさや興味を持ってもらえる活動をしました。
多くのお客様に体験いただき興味を持ってもらえた
と感じます。また地域清掃も年2回活動しました。

適正管理は出来ている

大阪
昨年よりも１２％紙利用枚数減少することができま
した。今まで紙でのやり取りしていたところもデータ
でのやり取りに変わったり、
会議の書類をモニターに表示するなどデータ移行
に切り替えた成果と思います。また、印刷出力時は
出力ミスが無い様確認して印刷したり両面印刷にし
たりとできるだけ紙利用を減少できるよう工夫でっ
きたと思います。

適正管理は出来ている 前年度よりもペーパーレス化することができ
ました。会議での書類をモニターに表示させ
たり印刷前の確認を行い無駄な印刷を削減
しました。また、事務所移転の際に書類を
データ化させたことで、現場からでも書類確
認できたり効率化できました。今後も電子化
を進めペーパーレスの意識をもって引き続
き取り組めたらと思います。次年度90％を
目指します。

仙台 千葉

・見積書、請求書などPDFデータでの送信

・
・

・地域イベントへ参加

今年も年2回地域清掃を計画し、仙台・千葉でも活動を行いました。
地域清掃後は会社周辺がスッキリし業務への気持ちの切替もしやすいよ
うです。
また、大阪では子ども建設王国に2回出展し子どもたちに対し電気工事の
楽しさや興味を持ってもらえる様な活動を行いました。
実際多くの子供たちに来場頂き喜んでもらえました。
今後もし機会があれば千葉事務所の方も参加してみると良い機会になり
そうです。

・地域清掃の実施
地域清掃・ボランティアへの参加

・共通データをクラウドサーバーにて共有

千葉事務所では年2回地域清掃実施しまし
た。地域イベントには参加していませんが
今後千葉でも機会があれば参加してみたい
と思います。

・子供への職業体験

ペーパーレス化の促進
今年度よりペーパーレス化に向けて昨年度よりも削減できているか数値化すること
にしました。大阪・千葉事務所ともに目標以上に削減できたと思います。会議の時
に全員分の資料を用意するにも紙も時間も大量に使っていた分削減に繋がったと
思います。また、日々の業務の中でも両面印刷や裏紙利用するなど日ごろからの
取組から成果出たと思います。
今後電子印鑑を導入したりデータでのやり取りができる場合は郵送不要にするなど
ペーパーレスできることは進んで取り組んで行きたいと思います。
次年度90％目標にします。

・会議資料はモニターに表示させる
・電子契約を促進する
・タブレット端末の支給

各自の目標（資格取得・技術向上）を決め全社員
LINEにて報告を行うことでお互い助けながら高め合
うことができたと思います。月1回の安全衛生協議
会でも事故再発防止ディスカッションしたり活発な
意見を出し合うことがで来ました。

他事業部等の災害周知などを共有し、労働
災害防止を第一として施工に臨みました。車
両移動の際に横断歩行者を発見した際には
一度も怠ることなく、歩行者の方には安全に
横断して頂きました。また、施工における災
害のみならず身近に起こりうる事故や車両
運転時の交通災害にも気を付け来期へ臨み
たいと思います。

3月に千葉事務所の全員で第2種電気工事
士の資格受験し、全員で合格することがで
きました。先輩社員が若手社員を教育した
り、同じ目標を持って意欲的に取り組むこと
ができました。
安全衛生協議会も現場を調整しながら遅刻
しないよう出席することができました。

・月に１度のスキルアップ講習　（内）

技能・技術・管理能力の向上
・資格の取得 今年度1級電気施工管理士に1名合格することができました。各自の目標

に向けての取り組みを全社グループLINEで発信することでお互い刺激に
なった事と思います。安全衛生協議会では過去の事故事例を紹介したり、
社内取組の月次報告をしながら教育・スキルアップへ繋げることができた
と思います。次年度は環境経営方針の改定によりBCP/働き方改革などを
検討していきます。

・工期厳守　（現）

・安全管理　（現）

・作業前に近隣住民への声掛け実施　（現）

・現場の6Sの徹底　（現）

大阪 仙台 千葉

11



SDGSマークでの環境意識付け

　地域清掃実施 エコポスターの掲示

　　

節電対策　 　　 エコポスターの掲示
遮光カーテン

”地域清掃”近隣のゴミ拾い 事務所ごみ分別

地域清掃活動実施 節電取組 エコポスター掲示 ゴミの分別

本社

仙台工事事務所

千葉工事事務所

□各工事事務所の活動紹介
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□環境上の緊急事態への準備及び対応
大阪工事事務所
緊急事態の想定： 火災
■実施日： ■実施場所：大阪工事事務所
■参加者： ■実施内容：

■評価：

■実施状況の様子 ◆ 消火訓練 ◆ ◆ 避難訓練 ◆

　◆ 通報訓練 ◆

千葉工事事務所
緊急事態の想定： 火災
■実施日： ■実施場所：
■参加者： ■実施内容：

■評価：

■実施状況の様子 ◆ 消火訓練 ◆ ◆ 避難訓練 ◆

　◆ 通報訓練 ◆

仙台工事事務所
緊急事態の想定：

■実施日： ■実施場所：
■参加者： ■実施内容：

■評価：

■実施状況の様子

　◆ 通報訓練 ◆ ◆ 消火訓練 ◆ ◆ 避難訓練 ◆

手順書の変更の必要性　　□あり　■なし

落ち着いて、火災手順通り的確な行動出来た。

佐藤(清)、石田、野澤、宮本、佐藤(美)

通報訓練・消火訓練・避難訓練

連携をとりながら迅速に的確な行動が出来ました。

2025年9月16日 千葉工事事務所

各自の役割を確認し、迅速かつ的確な行動がとれたと思います。

2025年9月16日
社長・取締役・竜口・田中(綾)・
岡本・住本 通報訓練・消火訓練・避難訓練

2025年9月20日 仙台工事事務所
渡邉、釼持

通報訓練・消火訓練・避難訓練

手順書の変更の必要性　　□あり　■なし

地震による火災

手順書の変更の必要性　　□あり　■なし
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□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無
法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りである。

大阪 千葉 仙台
〇 〇 〇

収集運搬業の許可 〇 - -
騒音規制法 特定建設作業の事前届出(元請申請) 〇 〇 〇

振動規制法 特定建設作業の事前届出(元請申請) 〇 〇 〇

業務用冷蔵庫・製氷機・空調機・スポットクーラー 〇 - -
SDSリスク評価 〇 〇 〇
消防点検 〇 - -

なお、違反、訴訟等はこれまでありませんでした。

□代表者による全体の評価と見直し・指示
実施日：

環境経営方針 □変更なし　　☑変更あり（課題とチャンスに係る方針の表現の変更）

環境経営目標・計画 ☑変更なし　　□変更あり

実施体制 ☑変更なし　　□変更あり

□編集後記

消防法
環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。

適用される法規制 適用される事項（施設・物質・事業活動等）

フロン排出抑制法
労働安全衛生法

2025年10月25日

一般廃棄物、産業廃棄物（金属ｸｽﾞ、廃プラ等）

　今期、昨年のエコアクション審査での助言に基づきエコアクションを盛り込んだ行動指針の見直しを行いました。昨年までは５
Sを目標とし活動をして参りましたが、より身近な３Sから社員を教育することとしました。工事を安全に進めることも、工事のス
キルを上げること、会社を整頓することも一つ一つの行動が工事にも関係するし、環境にも繋がっていることをより社員へも
知ってもらうために、教育し続けた一年になったと思います。ただただ分別や電力、ガソリン利用を抑えるだけが環境にやさし
いのではないという事をもっと社員に意識してほしいと感じています。今後としても安全衛生協議会ではエコ活動の月次報告を
行い、
エコに関する意識づけるを続けていきたいと思います。

今期は電気通信工事から電気工事を多く請負う年となり今ま
でとは産廃量やガソリンの利用量に差が感じられる一年とな
りましたが気持ちは変わらず、毎月のエコ目標を掲げ、エコ
に対する意識を持ちながら取り組むことができたと思います。
また安全衛生協議会でのエコ月次報告等工事の一つ一つが
環境に影響するという事も意識して来期も社員一丸となって
引き続き取り組んで行きたいと思います。

廃棄物処理法
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